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お雛さま―岩﨑小彌太邸へようこそ　関連企画

日本博参画プロジェクト

コンサート
宮田まゆみ―匏
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竹
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のたわむれ

2月25日土
3,500円
＊別途当日入館券が必要

月25
3,500円
18:00開演

〒100-0005 東京都千代田区丸の内2丁目1-1
明治生命館1F　
TEL：050-5541-8600（ハローダイヤル）
Web: https://www.seikado.or.jp
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＊別途当日入館券が必要

〈場　　所〉 静嘉堂＠丸の内　ホワイエ
〈申込方法〉  当館受付、ミュージアムショップでは1月2日

より、HP予約サイトでは1月11日より発売
〈料　　金〉  1名　3,500円（別途入館券が必要）　
〈定　　員〉 80人　自由席
＊当日16：00より整理券を発行いたします。
　17：00閉館後、全てのお客様に一度退館をお願いいたします。
　 （開場まで、明治生命館2階見学コースなどをお楽しみください。）
＊ 17：20より整理券順にご入館いただきます。当日の入館券
（17時閉館以前に使用可）と予約画面またはコンサートチケット
をご用意ください。

〈主　　催〉 静嘉堂文庫美術館　

ミュージアム

演奏者

監修 田村博巳（演出家）

宮田まゆみ宮田まゆみ笙

中村仁美篳篥

八木千暁八木千暁龍笛

コンサートチケット予約、
展覧会日時指定予約は

こちら

2023年



静嘉堂創設130周年・新美術館開館記念展Ⅲ 

お雛さま─岩﨑小彌太邸へようこそ
【会期】2023年
2/18（土） ～ 3/26（日）
【開館時間】 10:00-17:00
（金曜日は10:00-18:00）
※入館は閉館の30分前まで。

【休館日】月曜日
【入館料】一般1500円　
大高生1000円　
中学生以下無料
障がい者手帳をお持ちの方
（同伴者1名〈無料〉を含む）700円

＊ 予約サイトでの来館日時指定
予約にご協力お願いします。
＊ 招待券をお持ちの方、中学生
以下の方は予約不要です。

プロフィール

　岩﨑家の雛人形と雛道具は、昭和初期、岩﨑小彌太が孝子夫人
のために、五世大木平藏に特別に制作を依頼したものです。雛祭
りの季節、東京麻布の鳥居坂本邸の大広間に飾られ、小彌太夫妻
や来客の目を楽しませました。鳥居坂邸は、現在の六本木の国際
文化会館の場所に位置し、昭和４年から空襲で焼失する20年５月
まで、小彌太夫妻の本邸でした。絵画の師である前田青邨の「唐
獅子」は、その玄関広間の衝立として用いられたもの。同「蘭陵
王」は、大きなメインダイニングルームに掲げられました。ま
た、建物の奥に広がる日本庭園は、昭和５年、小彌太が、わが国
屈指の京都の造園家「植治」こと七代目小川治兵衛に作庭を依頼
したもので、桃山時代あるいは江戸初期の名残を留めた近代造園
の傑作として知られました。
　ミュージアム雅楽コンサート「宮田まゆみ―匏竹のたわむれ」
では、岩﨑小彌太邸へ招かれた来客者の視線で、邸内を飾る大作
とともに、雅楽の古典作品と芝祐靖作品を宮田まゆみ（笙）、中村
仁美（篳篥）、八木千暁（龍笛）、三人の名手による演奏でお聴きい
ただきます。

展覧会の
日時指定
予約はこちら▶

宮田まゆみ─匏竹のたわむれ

【交通案内/Access】
※ 当館に専用駐車場・駐輪場は
ございません。

・ 地下鉄千代田線二重橋前〈丸の内〉
駅 3番出口直結
・JR東京駅 丸の内南口より 徒歩5分
・ JR有楽町駅 国際フォーラム口より 
徒歩5分
・ 大手町・丸の内・有楽町地区を結ぶ
無料巡回バス「Marunouchi Shuttle」
で「丸の内マイプラザ」下車すぐ

〒100-0005 東京都千代田区丸の内2丁目1-1
明治生命館1F　
TEL：050-5541-8600（ハローダイヤル）
Web: https://www.seikado.or.jp

笙宮田まゆみ
みやた まゆみ

国立音楽大学卒業後雅楽を学ぶ。
1983年より笙のリサイタルを開
催。古典雅楽、現代音楽に積極
的に取り組み世界的な活動を展
開している。国立音楽大学招聘
教授。2018年紫綬褒章。雅楽演
奏団体「伶楽舎」音楽監督。

篳篥中村仁美
なかむら ひとみ

東京芸術大学修了。雅楽古典は
もとより、篳篥の現代作品を多
数演奏し、篳篥ソロ曲等の委嘱
活動を行う。欧州、米国の音楽
祭にも参加。2010年松尾芸能賞
新人賞を受賞。「伶楽舎」メンバ
ー。国立音楽大学非常勤講師。

龍笛八木千暁
やぎ ちあき

龍笛、楽琵琶を上近正、上明彦、
芝祐靖に師事。「伶楽舎｣ に所属
し、古典雅楽、廃絶曲の復曲、
正倉院楽器の復元演奏、現代作
曲家への委嘱作品など、幅広い
演奏活動に取り組んでいる。

監修田村博巳
たむら ひろみ

民俗芸能、雅楽、聲明（仏教音
楽）を中心に、民俗儀礼や口頭伝
承の研究に立脚した創作を舞台
芸術作品として構成・演出する。
また、作曲家等と協働して、伝
統の素材を現在の視点でとらえ
た意欲的作品を数々発表する。


